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明
石
台
第
三
町
内
会
は
、
平
成
８
年
４
月
に
当

時
の
明
石
台
町
内
会
か
ら
分
離
・
発
足
し
、
昨
年

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
『
明
る
く
、楽
し
く
、元
気
に
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

町
内
清
掃
や
敬
老
会
、
通
年
の
ゆ
と
り
す
と
サ
ロ

ン
モ
ナ
ミ
の
活
動
、
体
育
祭
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
や
防
災
訓
練
な
ど
多
彩
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
紳
士
的
で
積
極
的
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

運
営
の
際
の
特
徴
は
、
役
員
・
班
長
が
原
則
一

年
交
代
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ノ
ウ
ハ
ウ
の

引
継
ぎ
に
は
困
難
な
面
も
多
々
あ
る
の
で
す
が
、

運
営
に
対
し
て
会
員
全
員
が
等
し
く
責
任
を
持
つ

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
む
し
ろ
良
い
こ
と
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
毎
年
蓄
積

改
訂
さ
れ
る
実
行
計
画
書
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ

ま
す
。
ま
た
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
課
題
の
解
決

に
も
力
を
入
れ
、
皆
さ
ん
の
ご
意
向
を
反
映
す
る

営
み
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

行
事
の
中
で
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
小
さ
い

頃
の
良
き
思
い
出
づ
く
り
を
目
指
し
た
手
作
り
の

「
秋
祭
り
」
で
す
。
震
災
翌
年
か
ら
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
復
興
へ
の
願
い
を
込
め
た
気
仙
沼

産
秋
刀
魚
の
炭
火
焼
き
と
芋
煮
を
盛
り
込
ん
だ
各

「
出
店
」
は
、
毎
年
約
１
０
０
０
名
の
方
々
が
来

場
さ
れ
る
な
ど
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
町
内
会
も
発
足
し
て
22
年
目
、
当
時
家
を
建

て
ら
れ
た
方
々
は
定
年
を
迎
え
る
な
ど
、
今
後
は

次
第
に
高
齢
化
率
が
上
が
り
ま
す
。
高
齢
者
の
み

の
世
帯
や
一
人
世
帯
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
を
想

定
し
た
時
、
重
要
な
こ
と
は
共
助
で
あ
り
、
そ
の

原
点
は
会
員
個
々
の
つ
な
が
り
で
す
。「
今
で
き

る
こ
と
」
そ
れ
は
会
員
の
趣
味
・
特
技
な
ど
を
通

し
た
た
く
さ
ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
そ
れ

に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
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２
月
21
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
の
会
期
で
、

平
成
29
年
第
１
回
富
谷
市
議
会
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
若
生
裕
俊
市
長
の

所
信
と
市
政
運
営
概
要
の
一
部
お
よ
び
可
決
さ

れ
た
議
案
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
全
文

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆﹁（
仮
称
）富
谷
ま
ち
づ
く
り
産
業
交

流
プ
ラ
ザ
﹂
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
当
該
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
月
14
日
に
開
催

し
た
議
員
全
員
協
議
会
で
も
ご
説
明
申
し
上
げ

た
と
お
り
、
平
成
28
年
度
地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
の
対
象
事
業
と
し
て
正
式
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
役
場
庁
舎
を
起
業
支
援
等
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
新
た
に
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
該
施
設
に
は
民
俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も

移
転
し
ま
す
の
で
、
本
市
の
歴
史
教
育
、
文
化

活
動
の
場
と
併
せ

て
、
２
０
２
０
年
の

﹁
富
谷
宿
﹂
開
宿
４

０
０
年
記
念
事
業
も

見
据
え
な
が
ら
、
地

域
の
方
々
や
本
市
を

訪
れ
る
多
く
の
皆
様

に
も
ご
利
用
い
た
だ

き
、
し
ん
ま
ち
地
区

の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

と
活
性
化
に
資
す
る
施
設
と
し
て
の
役
割
も
視

野
に
入
れ
て
お
り
ま
す
。

◆
組
織
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

　
行
政
課
題
の
迅
速
か
つ
確
実
な
推
進
を
図
る

た
め
、﹁
市
長
公
室
﹂、﹁
市
民
生
活
部
﹂、﹁
経

済
産
業
部
﹂
を
新
設
す
る
﹁
富
谷
市
内
部
組
織

設
置
条
例
﹂
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
を
、
12
月

定
例
会
で
ご
可
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、﹁
交
通

政
策
推
進
室
﹂、﹁
行
政
改
革
推
進
室
﹂、﹁
防
災

安
全
課
﹂、﹁
市
民
協
働
課
﹂、﹁
生
活
環
境
課
﹂、

﹁
産
業
観
光
課
﹂、﹁
農
業
振
興
課
﹂
を
新
た
に

設
置
し
、
７
部
２
局
21
課
５
室
の
組
織
体
制
で

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
職
員
数
は
、
新
規
採
用
職
員
35
名
を

含
め
、
一
般
職
合
計
で
３
３
８
名
の
職
員
体
制

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

◆
と
み
や
国
際
ス
イ
ー
ツ
博
覧
会
に

つ
い
て

　
第
２
回
目
を
迎
え
る
﹁
と
み
や
国
際
ス
イ
ー

ツ
博
覧
会
﹂
に
つ
い
て
は
、
３
万
人
が
来
場
し

た
開
催
時
の
課
題
を
踏
ま
え
、
改
善
策
等
を
協

議
し
た
結
果
、
開
催
期
日
に
つ
い
て
は
、
10
月

28
日（
土
）・
29
日（
日
）の
２
日
間
、
会
場
に
つ

い
て
は
、
総
合
運
動
公
園
（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
武
道
館
）
で
開
催
す
る
方
向
で
進
め

て
お
り
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
関
連
施
策
に
つ
い
て

　

次
世
代
型
図
書
館
整
備
に
つ
い
て
は
、﹁
富

谷
市
の
図
書
館
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂
や

﹁
富
谷
市
次
世
代
型
図
書
館
づ
く
り
に
向
け
た

市
民
参
加
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹂
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
、
さ
ら
に
有
識
者
懇
談
会
や

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
開
催
を
重
ね
、

次
世
代
型
図
書
館
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。議　　　案

とみやスイーツ基金条例の制定について
富谷市農業委員会の委員及び富谷市農地利用最適化推
進委員の定数に関する条例の制定について
とみや放課後児童クラブ条例の制定について
富谷市職員定数条例の一部改正について
富谷市個人情報の保護に関する条例の一部改正につい
て
富谷市手数料条例及び富谷市印鑑登録及び証明に関す
る条例の一部改正について
富谷市税条例等の一部改正について
富谷市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備
及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係
る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
を定める条例の一部改正について
富谷市道路占用料等条例及び富谷市公共物管理条例の
一部改正について
平成28年度富谷市各種会計補正予算
平成29年度富谷市各種会計予算
指定管理者の指定について
副市長の選任につき同意を求めることについて

ほか

2
月
議
会

「第20回�図書館を使った調べる学習コンクール」～結果発表～
　今年度で5回目を迎えた「富谷市図書館を使った調べる学習コンクール」の優秀作品を全国コンクール（応募総数
77,453作品）に出品したところ、次のような結果になりました。
　受賞者の皆さん、おめでとうございます。 問 教育委員会　学校教育課（☎358-0521）

 

優
良
賞
（
全
国
１
３
２
作
品
）

佐
藤
　
綾
音
（
富
谷
小
５
年
）

　
知
ら
な
か
っ
た
!!
松
の
こ
と

佐
藤
　
由
芽
（
富
ケ
丘
小
５
年
）

　
す
べ
て
の
生
き
物
が
も
っ
て
い
る
!?

　

�

体
幹
こ
れ
っ
て
、
と
っ
て
も
大
切
な

ん
だ
よ

�

奨
励
賞
（
全
国
２
３
４
作
品
）

石
田
　
ま
い
（
明
石
台
小
３
年)

　
知
ら
な
か
っ
た
﹁
和
紙
﹂
の
世
界

松
浦
　
千
咲
季
（
富
ケ
丘
小
４
年
）

　
タ
ネ
も
な
い
の
に
生
え
て
き
た
!?

　
～
緑
色
の
フ
シ
ギ
な
植
物
～

髙
橋
　
陽
友
（
東
向
陽
台
小
４
年
）

　
天
気
急
変
！
身
体
に
異
変
？

　
︿
気
し
ょ
う
病
﹀

　
ぼ
く
の
カ
ラ
ダ
が
大
変
だ
！

髙
林
　
和
花
（
東
向
陽
台
小
５
年
）

　
﹁
も
っ
た
い
な
い
﹂
は
地
球
を
救
う

佐
藤
　
蔵
之
介
（
明
石
台
小
５
年
）

　
お
か
ね
に
つ
い
て

関
根
　
優
衣
（
富
ケ
丘
小
６
年)

　
ア
イ
ヌ
に
学
ぶ

　
～
共
に
生
き
る
社
会
で
～

釜
谷
　
優
梨
花（
東
向
陽
台
小
６
年
）

　
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
絶
滅
!!

　
～
人
間
だ
け
の
地
球
で
は
な
い
～

神
坪
　
寧
音
（
成
田
中
２
年
）

　
料
理
で
見
る　
イ
ギ
リ
ス

�

佳
作
（
全
国
１
０
９
８
作
品
）

松
本
　
翔
優
（
日
吉
台
小
１
年)

大
村
　
彩
華
（
富
ケ
丘
小
２
年
）

三
浦
　
暖
花
（
あ
け
の
平
小
２
年
）

半
谷
　
蒼
眞
（
成
田
小
２
年
）

佐
藤
　
珠
花
（
あ
け
の
平
小
３
年
）

川
口
　
貴
士
（
明
石
台
小
３
年
）

松
本
　
陽
奈
（
明
石
台
小
３
年
）

渡
部
　
利
玖
（
東
向
陽
台
小
４
年
）

坂
爪
　
美
咲
（
成
田
東
小
４
年
）

大
友
　
妃
都
美
（
富
谷
小
５
年
）

髙
平
　
彩
葉
（
富
ケ
丘
小
５
年
）

髙
橋
　
祥
子
（
あ
け
の
平
小
５
年
）

木
戸
浦
　
妃
莉
（
富
ケ
丘
小
６
年
）

大
久
保
　
芽
衣
（
富
ケ
丘
小
６
年
）

佐
竹
　
真
朋
（
東
向
陽
台
小
６
年
）

山
内
　
健
太
（
東
向
陽
台
小
６
年
）

佐
藤
　
愛
彩
（
あ
け
の
平
小
６
年
）

小
嶋
　
侑
良
（
あ
け
の
平
小
６
年
）

遠
藤
　
菜
々
子
（
明
石
台
小
６
年
）

髙橋副市長が選任されました
　髙橋義広氏を
副市長として選
任する人事案件
に議会が同意
し、４月１日に
副市長へ就任し
ました。
　髙橋氏は、1988年に宮城県庁入
庁、環境政策課課長補佐、再生可
能エネルギー室長、海外ビジネス
支援室長などを務めていました。

大庭副市長が退任されました
　大庭豪樹副市
長が、任期を終
えて３月31日
付けで退任さ
れ、宮城県に復
帰することとな
りました。
　大庭氏は、平成27年６月15日
より副町長に就任し、約２年にわ
たり富谷市の発展のため、ご尽力
いただきました。

◆
子
育
て
支
援
関
連
施
策
に
つ
い
て

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
う
た
め
の
拠
点
施
設
・
と
み
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
﹁
と
み
こ
こ
﹂
に
つ

い
て
は
、
今
年
４
月
の
開
所
に
向
け
、
順
調

に
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。


